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１．はじめに

新世代静止気象衛星「ひまわり 8 号」は 2014 年
10月 7日に打ち上げられ、その後の確認試験を経て、
2015 年 7 月 7 日に正式運用が開始された。搭載さ
れたセンサ AHI(Advanced Hiamawari Imager)は
従来に比べ、観測波長帯数、空間分解能、観測時間

において機能が向上している。特に日本域等特定の

領域を 2 分半毎に観測する機能により宇宙からの
短時間間隔連続観測が実現し、気象以外の広い分野

でも利用が期待されている 1-3)。

本研究では「ひまわり 8号」データを使用し、可
視・近赤外領域において、都市域および山岳地域に

おける観測値の時間変化を調査した。その結果雲の

影響が無ければ、３～４次式で良好な曲線回帰が可

能であることを確認した。土地被覆分類処理への応

用や短時間発生した雲域の除去等への利用が期待出

来る。

２．使用データおよび研究対象地域

最近の観測画像から、 2015 年 12 月 4 日
(9:00~15:00JST)のデータを使用した。Fig.1 に 2
分半毎に観測される日本域の AHI 画像(9:00 観測)
を示す。Fig.2 に示す様に、日中ほとんど雲がかか
っていない関東周辺をテストサイトとした。ただし、

昼間、北部の一部地域に雲が発生している。

３．解析手順と処理

人工的土地被覆（市街地等）、自然的土地被覆（森

林、農地・裸地等）および水域から選定したテスト

ポイントにおいて、30分間隔の観測値より高次式に
よる曲線回帰を行った。Table 1に 2次～ 6次の近
似曲線による分析結果を示す。３次以上の高次式に

より十分な相関および標準誤差で回帰可能であった。

また短時間雲で覆われる等観測値に何らかの影響を

受けた地点(Fig.2 の P5)では 2 次式の回帰結果が
最も良好であった。Fgi.3 に示す 2 次式による回帰
結果より異常点の検出が可能であり、異常点を除い

た回帰処理により雲域除去の可能性が認められる。

４．結論

「ひまわり８号」の観測データは、高次式を使っ

た曲線回帰により、日変化を標準化することが出来

た。スペクトル情報に日変化情報を加え、例えば観

測値の標準化を図れば土地被覆に関する情報の精度

向上が見込まれる。また短時間雲に覆われる等で観

測できない場合でも、曲線回帰により異常点を検出

し、それらを除いて再度回帰処理を行えば、日変化

の推定が可能と思われ、若干の雲による観測不能域

の補完にも応用出来るものと思われる。
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Fig.2 東京周辺のテストサイト

P1：高密度市街地
P2：森林
P3：水域
P4：裸地(農地)

Fig.1 ひまわり８号可視・近赤外画像 （ P5：一時雲）
(2015.12.4：0900JST観測）

Table 1 テストポイントにおける高次曲線による回帰結果

Fig.3 テストポイント（P1、P5)における 2次曲線回帰結果
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